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1 はじめに

数学の分野で解析というと、微分積分をはじめとし、数学的対象の量を測ることや極限操

作をする分野の総称です。解析学は物理学やその他の自然科学、また統計学などさまざまな

数学の分野で利用されています。ですからこの講演をお聞きの方々も解析学にはなじみがあ

るのではないでしょうか。そこでこの講演では微分積分学の（理系大学生なら）誰もが知っ

ているであろう事柄を題材にして興味深い例などを考えてみたいと思います。

2 講演内容

関数 F (x)は実軸上の微分可能な未知関数とします。このとき F (x)が常微分方程式　

F ′(x) = f(x)

をみたし、f(x)が既知であるとき関数 F (x)を求めよ、といわれたら

F =

∫ x

0

f(t)dt

とすればよいと思う方もいらっしゃると思います。しかしながらこれは一般には正しくな

い、というのが今回のテーマなのです。

講演を通して数学者 Volterraが考案した“微分可能だがその導関数が積分できない関数”

を構成しますが、その過程でしばしば Reimann 積分の限界を感じさせる箇所がでてきま

す。それと同時に今日の解析学で欠かすことの出来ない、測度論や Lebesgue積分がなぜ生

まれてきたのかを納得できる一面も垣間みることが出来ます。現代では、Volterra の例は

Lebesgue 積分論の言葉を使って述べられますが、今回は Reimann 積分の言葉だけで述べ
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たいと思います。高校の知識プラスαくらいでも聞けるような内容ですのでお気軽にお楽し

みください。(参考文献は追加されることがあります)
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